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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
５
月
４
日
、
ア
ジ
ア
大
洋
州

地
域
に
お
け
る
健
康
の
安
全
保
障
と
、
全
て

の
人
が
支
払
い
可
能
な
費
用
で
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・

カ
バ
レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
の
推
進
に
向
け
た

連
携
強
化
を
目
指
し
、ア
ジ
ア
開
発
銀
行（
Ａ

Ｄ
Ｂ
）
と
協
力
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
横

浜
市
で
開
催
さ
れ
た
第
50
回
Ａ
Ｄ
Ｂ
年
次
総

会
で
、木
原
稔
財
務
副
大
臣
の
立
会
い
の
下
、

北
岡
伸
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
と
中
尾
武
彦
Ａ

Ｄ
Ｂ
総
裁
が
署
名
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
の
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、

国
境
を
越
え
て
感
染
症
が
拡
散
す
る
リ
ス
ク

が
増
大
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
ア
ジ
ア
大

洋
州
地
域
で
は
、
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
が

見
込
ま
れ
る
中
、
非
感
染
性
疾
患
、
認
知
症

と
い
っ
た
新
た
な
健
康
課
題
や
、
高
齢
者
の

介
護
な
ど
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
日
本
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
考

え
方
の
下
、
公
衆
衛
生
危
機
へ
の
対
応
力
の

強
化
、
危
機
へ
の
予
防
・
備
え
と
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の

推
進
を
大
き
な
柱
と
し
て
、
か
ね
て
よ
り
世

界
の
健
康
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で
は
、
人
々

アジア開発銀行と保健分野の連携を強化 01

03ニカラグアから「ルベン・ダリオ文化独立勲章」を受章

02　アフリカの都市のごみ問題解決を目指して
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
環
境
省
は
4
月
27
日
、
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
の
首
都
マ
プ
ト
に
お
い
て
、
ア
フ

リ
カ
24
カ
国
、
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）、

国
際
連
合
人
間
居
住
計
画
（
Ｕ
Ｎ―

Ｈ
Ａ
Ｂ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｔ
）、
横
浜
市
と
共
に
、「
ア
フ
リ
カ
の

き
れ
い
な
街
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
設
立
式
に
は
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

の
セ
ル
ソ
・
イ
ス
マ
イ
ル
・
コ
レ
イ
ア
土
地
・

環
境
・
農
村
開
発
大
臣
、
デ
ビ
ッ
ド
・
シ
マ

ン
ゴ　

マ
プ
ト
市
長
、
日
本
の
伊
藤
忠
彦
環

境
副
大
臣
、
山
内
邦
裕
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
環
境

部
長
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、
初
め
て
廃
棄
物
処
理
に

関
す
る
国
際
的
な
目
標
が
設
定
さ
れ
、
各
国

が
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
ア
フ

リ
カ
の
都
市
部
で
は
、
経
済
成
長
と
急
激
な

人
口
増
加
に
伴
い
ご
み
問
題
が
深
刻
化
し
、

生
活
環
境
の
改
善
が
差
し
迫
っ
た
課
題
で
す
。

「
ア
フ
リ
カ
の
き
れ
い
な
街
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
は
、
第
６
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅵ
）
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
一
環

と
し
て
、
各
国
政
府
や
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
と

共
に
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
ア
フ
リ
カ
で
「
き

れ
い
な
街
と
健
康
な
暮
ら
し
」
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
よ
り
、「
ル

ベ
ン
・
ダ
リ
オ
文
化
独
立
勲
章
」
を
受
章
し
ま

し
た
。
こ
の
勲
章
は
、
昨
年
に
米
州
開
発
銀
行

総
裁
（
個
人
）
に
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国

際
援
助
組
織
と
し
て
の
受
章
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

　

ニ
カ
ラ
グ
ア
を
代
表
す
る
詩
人
の
名
を
冠
し

た
ル
ベ
ン
・
ダ
リ
オ
文
化
独
立
勲
章
は
、
教
育
、

文
化
、
技
術
革
新
な
ど
を
通
じ
、
社
会
の
発
展

お
よ
び
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
当
該
国
間
の
関
係
強
化

に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
に
対
し
、
大
統
領
か

ら
贈
ら
れ
る
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
お
け
る
最
高
位

の
勲
章
で
す
。

　

授
章
式
は
、
5
月
5
日
に
大
統
領
私
邸
で
開

催
。
オ
ル
テ
ガ
大
統
領
か
ら
、
長
期
に
わ
た
る

両
国
の
友
好
関
係
と
相
互
協
力
へ
の
感
謝
の
意

が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
勲
章
と
証
書
が
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
務
所
の
高
田
宏
仁
所
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
お
け
る
協
力
は

昨
年
に
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
震
災
や
内
戦

か
ら
回
復
し
、
順
調
な
成
長
の
歩
み
を
始
め
た

ニ
カ
ラ
グ
ア
に
対
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
貧

困
削
減
と
格
差
是
正
に
よ
る
安
定
し
た
経
済
成

長
の
た
め
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
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プラットフォームの設立宣言を読み上げるモザン
ビーク・チモヨ市のラウル・コンデ・マルケス・アドリ
アーノ市長

署名式に臨んだ北岡理事長（左）と中尾ＡＤＢ総裁
（右）。木原副大臣（中央）が立ち会った

授賞式にて。左からムリージョ副大統領、高田
JICAニカラグア事務所長、オルテガ大統領

の
健
康
的
な
生
活
の
確
保
な
ど
を
目
標
３
と

し
て
位
置
付
け
て
お
り
、Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
達
成
は

国
際
的
に
重
要
な
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
日

本
は
議
長
国
と
し
て
「
国
際
保
健
の
た
め
の

Ｇ
７
伊
勢
志
摩
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
採
択
し
、
前

述
の
柱
に
沿
っ
て
国
際
保
健
の
取
り
組
み
の

方
向
性
を
世
界
に
示
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
力
覚
書
は
、
こ
う
し
た
流
れ
の

中
で
、Ａ
Ｄ
Ｂ
と
連
携
し
て
ア
ジ
ア
大
洋
州

地
域
に
お
け
る
保
健
分
野
の
課
題
解
決
を
目

指
す
も
の
で
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ａ
Ｄ
Ｂ
は
今

後
、（
１
）「
健
康
の
安
全
保
障
」
お
よ
び
公

衆
衛
生
危
機
へ
の
備
え
・
対
応
力
の
強
化
、

（
２
）
母
親
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

難
民
な
ど
の
脆
弱
層
に
も
焦
点
を
当
て
た

人
々
の
健
康
な
生
活
の
確
保
、（
３
）
介
護
、

地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
ケ
ア
を
含
む
高
齢

者
支
援―
と
い
っ
た
目
的
に
向
け
て
連
携
し

て
い
き
ま
す
。
両
者
の
連
携
は
知
見
・
教
訓

の
共
有
に
始
ま
り
、
政
策
提
言
や
保
健
人
材

の
育
成
な
ど
の
技
術
協
力
に
お
け
る
連
携
、

水
・
衛
生
と
い
っ
た
保
健
関
連
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
た
め
の
協
調
融
資
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
い
じ
ゃ
く


